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午後 2 時 04 分開会  

○議長（西川正義君） それでは、た

だいまから、平成３０年３月彦根愛知

犬 上 広 域 行 政 組 合 議 会 臨 時 会 を 開 会

いたします。  

ただいまの出席議員は、１９名で、

会議開会定足数に達しております。よ

って、平成３０年３月臨時会は、成立

いたしました。直ちに、本日の会議を

開きます。  

 

日程第１  議席の指定  

○議長（西川正義君） 日程第１、新

た に 就 任 い た だ き ま し た 議 員 の 議 席

の指定を行います。議席は、ただいま、

このご着席の議席といたします。１２

番  澤田源宏君、１７番  河村善一君、

１ ８ 番  髙 橋 正 夫 君 の 議 席 と い た し

ます。  

 

日程第２  会議録署名議員の指名  

○議長（西川正義君） 次に日程第２、

本 日 の 会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 を 行 い

ます。会議録署名議員に、６番  西澤

伸明君、７番  木下茂樹君を指名いた

します。  

  

日程第３  会期の決定  

○議長（西川正義君） 次に、日程第

３、会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。今臨時会の会期

は、本日、１日間といたしたいと思い

ます。これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（西川正義君） ご異議なしと

認めます。よって、今臨時会の会期は、

本日１日間に決定いたしました。  

 

日程第４  議案第２号  平成３０年度

（２０１８年度）彦根愛知犬上広域行

政 組 合 一 般 会 計 予 算に 係 る 再 議 に つ

いて  

○議長（西川正義君） 次に、日程第

４、議案第２号  平成３０年度（２０

１８年度）彦根愛知犬上広域行政組合

一 般 会 計 予 算 に 係 る 再 議 に つ い て を

議題といたします。管理者から再議に

付した理由の説明を求めます。管理者。 

○管理者（大久保貴君）  それでは、

今 臨 時 会 に 提 案 を い た し ま し た 議 案

第２号  平成３０年度（２０１８年度）

彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計

予算に係る再議につきまして、ご説明

を申し上げます。  

 こ れ は 去 る ２ 月 ２ ７ 日 の 平 成 ３ ０

年２月組合議会定例会におきまして、

修 正 可 決 い た だ き ま し た 議 案 第 ２ 号  

平成３０年度（２０１８年度）彦根愛

知犬上広域行政組合一般会計予算は、

平 成 ２ ９ 年 ６ 月 ２ ２ 日 に パ シ フ ィ ッ

ク コ ン サ ル タ ン ツ 株 式 会 社  滋 賀 事

務 所 と 契 約 を 締 結 い た し ま し た 履 行

期 間 を 平 成 ２ ９ 年 ６ 月 ２ ２ 日 か ら 平

成 ３ ２ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で と す る 彦 根

愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施 設 整 備 基

本 計 画 策 定 等 委 託 業 務 の 平 成 ３ ０ 年

度 に お け る 支 出 額 で ご ざ い ま す 460

万 1 千円を削除する修正が行われた
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という議決でございます。しかしなが

ら、当該業務につきましては、地方自

治法第２１４条の規定によりまして、

債 務 負 担 行 為 を 定 め た 平 成 ２ ９ 年 度

（２０１７年度）彦根愛知犬上広域行

政 組 合 一 般 会 計 予 算 が 可 決 さ れ て お

りまして、それにより契約締結をし、

事業執行しているものでございます。

その経費につきましては、契約締結時

に 支 出 を す べ き 義 務 が 確 定 し て い る

ものでございます。このことから、彦

根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施 設 整 備

基本計画策定等業務の委託料  460 万

1 千円の削除は、地方自治法第１７７

条 第 １ 項 第 １ 号 に 規 定 を す る 義 務 に

属 す る 経 費 を 削 除 す る も の で ご ざ い

ますことから、再議に付するものでご

ざいます。よろしくお願いを申し上げ

ます。  

○議長（西川正義君） これより、質

疑を行います。質疑の発言通告書が２

名の方から提出されておりますので、

順次発言を許します。その順位は、１

２番  澤田源宏君、６番  西澤伸明君  

といたします。なお、質疑につきまし

ては一括質疑、一括答弁でございます

ので、質疑は一括でお願いいたします。

１２番  澤田源宏君。  

〇１２番（澤田源宏君） １２番  澤

田源宏です。少し議案とずれるところ

もあると思いますが、初めてというこ

とでお許しをいただき、発言させてい

ただきます。  

 再議の理由は、債務負担行為を定め

た 平 成 ２ ９ 年 度 の 一 般 会 計 予 算 が 可

決され、これにより同年６月２２日付

けで業務委託契約を締結し、執行して

いるものであり、契約締結時に支出す

べき義務が確定しており、義務的経費

の 削 除 に 該 当 す る と 説 明 さ れ て い ま

す。ついては、下記のとおり質問しま

す。  

 業 務 委 託 契 約 締 結 時 期 に つ い て で

す。  

 候 補 地 が 決 ま っ て い な い 段 階 で 定

め ら れ た 債 務 負 担 行 為 に よ る も の で

すが、６月１９日に予期せぬ竹原を候

補地に決定し、公表もしていない僅か

３日後に、業務委託契約の締結です。

慎 重 さ に 欠 け て い た と は 思 わ れ ま せ

んか、お尋ねします。  

 次 に 業 務 委 託 契 約 の 変 更 規 定 に つ

いて説明を求めます。  

３年契約で履行期間は、平成２９年

６ 月 ２ ２ 日 か ら 平 成 ３ ２ 年 ３ 月 ３ １

日となっていますが、不測の事態に備

え、履行の内容や期間に変更の必要が

生じた場合、契約書にその規定がある

べきと思いますが、説明を求めます。 

次、義務的経費の削除について質問

します。  

去る３月２５日の年度総会で、竹原

に 隣 接 す る 蚊 野 自 治 会 が 反 対 表 明 を

決定されました。加えて、近く同じ結

論 を 出 さ れ る 予 定 の 同 学 区 の 集 落 も

あると、地元住民より連絡を受けまし

た。住民が訴えているのは、竹原が建

設 地 に ふ さ わ し く な い と い う こ と で
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す。反対運動は収まるどころか拡大の

一途です。したがって、現状における

竹原に関する予算は、地元議員として

当然、反対です。本件を義務的経費の

削除と、とらえず、すでに契約額の７

割 以 上 を 支 出 し て い る と 思 い ま す の

で、契約内容の変更で対処できないも

のか、考えてしまいますが、お考えを

お聞かせください。以上です。  

〇議長（西川正義君） 建設推進室長。 

〇建設推進室長（植田亮平君） 澤田

議 員 か ら の 質 疑 に 順 に お 答 え を さ せ

ていただきます。  

では、標題１、業務委託契約締結時

期 に つ い て の ご 質 問 に お 答 え を い た

します。新ごみ処理施設の建設候補地

につきましては、当初、平成２９年３

月末までに決定し、公表する予定でご

ざいましたが、当組合管理者会におき

まして、彦根愛知犬上地域ごみ処理施

設 建 設 候 補 地 選 定 委 員 会 か ら の 報 告

書を基に、実現の可能性やさまざまな

施 策 と の 関 連 性 な ど も 加 味 し た 上 で

慎 重 に 協 議 を 重 ね て お り ま し た こ と

から、当初の予定より決定時期が遅れ、

平 成 ２ ９ 年 ６ 月 に 決 定 に 至 っ た と こ

ろでございます。また、パシフィック

コ ン サ ル タ ン ツ 株 式 会 社  滋 賀 事 務

所 と の 彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理

施 設 整 備 基 本 計 画 策 定 等 業 務 の 委 託

契約は、平成２９年６月２２日に契約

を締結しておりますが、本業務につき

ましては、建設候補地をどこに決定し

た場合でも必要となる業務であり、ま

た、施設規模の検討など建設候補地の

決 定 に 先 行 し て 進 め ら れ る 内 容 も あ

ることから、平成２９年度当初から仕

様 書 の 作 成 や 業 者 選 定 等 の 事 務 を 進

めておりまして、結果的に平成２９年

６ 月 ２ ２ 日 の 契 約 と な っ た も の で ご

ざいます。したがいまして、建設候補

地 の 決 定 時 期 と 業 務 委 託 契 約 の 時 期

は直接、関連するものではございませ

んので、ご理解賜りますようお願いを

いたします。  

 次に標題２、業務委託契約の変更規

定についてお答えをいたします。本委

託業務契約につきましては、契約書の

別 紙 と し て 委 託 業 務 契 約 約 款 を 付 け

ておりまして、その第８条におきまし

て 業 務 内 容 の 変 更 等 の 条 項 を 設 け て

おります。内容といたしましては、第

１項で、甲は、必要がある場合には委

託業務の内容を変更し、または委託業

務を一時中止し、もしくは履行期限の

伸縮をすることができる、と規定をし

ております。この甲とは、彦根愛知犬

上広域行政組合でございます。また同

じく、第３項におきまして、第１項の

場合において、乙が損害を受けたとき

は、甲は、その損害を賠償しなければ

ならない。賠償額は、甲乙協議してこ

れを定めるものとする、と規定をして

おります。この乙とは、パシフィック

コ ン サ ル タ ン ツ 株 式 会 社  滋 賀 事 務

所でございます。なお、この条項によ

りまして、甲である当組合の事情で契

約の内容に変更が生じた場合には、損
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害 賠 償 請 求 が 発 生 す る 可 能 性 が ご ざ

います。  

 最 後 に 標 題 ３  義 務 的 経 費 の 削 除

に つ い て の ご 質 問 に お 答 え を い た し

ます。今回、再議をお願いしておりま

す 平 成 ３ ０ 年 度 一 般 会 計 予 算 の 委 託

料  460 万 1 千円は、昨年２月２４日

の 平 成 ２ ９ 年 ２ 月 組 合 議 会 定 例 会 に

おきまして、地方自治法第２１４条の

規 定 に よ り 債 務 負 担 行 為 を 定 め ま し

た 平 成 ２ ９ 年 度 一 般 会 計 予 算 を 可 決

いただいておりますことから、それに

より契約を締結し、事業執行している

彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施 設 整

備 基 本 計 画 策 定 等 委 託 業 務 の 平 成 ３

０年度における支払額でございます。

その経費につきましては、契約を締結

し た と き に 支 出 を す べ き 義 務 が 確 定

したものであり、当該委託料を削除さ

れ ま す と 契 約 上 の 義 務 を 果 た し 得 な

いこととなりますことから、義務に属

する経費の削除として、地方自治法第

１７７条第１項第１号の規定により、

再議に付すものでございます。なお、

彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施 設 整

備 基 本 計 画 策 定 等 業 務 に つ き ま し て

は、平成３０年度は施設整備基本計画

策 定 の 業 務 や 住 民 説 明 会 の 開 催 支 援

業 務 な ど 五 つ の 業 務 を 行 っ て い た だ

くものでございますが、現時点で建設

候 補 地 で ご ざ い ま す 竹 原 区 が 建 設 地

と な り 得 る か を 確 認 す る た め に も 必

要 な 業 務 で あ る と 考 え て お り ま す こ

とから、現時点で契約変更は予定をし

ておりませんので、ご理解賜りますよ

うよろしくお願いをいたします。以上

でございます。  

〇議長（西川正義君） 再質疑、ござ

いますか。  

〇１２番（澤田源宏君）  結構です。 

〇議長（西川正義君） それでは続き

まして、６番  西澤伸明君。  

〇６番（西澤伸明君） ６番  西澤で

す。  

 質問、一つ目ですが、現在、進めて

い る 彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施

設 整 備 基 本 計 画 策 定 委 員 会 で の 協 議

は 愛 荘 町 竹 原 地 区 を 前 提 と し た も の

であるとのことだが、竹原地区は建設

候補地であり、建設地は未確定だとの

認識なのかどうか。これは、再確認の

つもりです。  

 二 つ 目 に 義 務 的 経 費 の 定 義 を お 尋

ねします。債務負担行為を定めた彦根

愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施 設 整 備 基

本 計 画 策 定 等 委 託 業 務 に 関 わ る 経 費

は 人 件 費 や 水 光 熱 費 な ど の 固 定 経 費

とは同等ではなく、契約変更可能な経

費と位置づけられるのではないか。こ

の認識をご説明ください。  

 三つ目は、３番目は三つの質問が中

に入っています。債務負担行為を定め

た時期は２月２４日であり、この時期

は ２ 月 １ ３ 日 に 建 設 候 補 地 選 定 結 果

報告書が決定されたのみであります。

それも非公開です。建設候補地すら特

定されていない。さらに、６月１９日

に管理者会の総意ではなく、大久保管
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理者の責任として、竹原に決定として

います。その後、８月３０日には、新

ごみ処理施設の設置位置を定め、また

は変更すること、が議会議決を要する

事 項 と 定 め る 条 例 が 制 定 さ れ て い ま

す。これらの事実から、竹原地区への

建設を想定した具体的な準備作業、施

設整備基本計画策定などですね、その

も の も 議 会 に 諮 る 必 要 が あ る の で は

ないか。これが１点です。あるいは建

設 地 が 確 定 し た 後 に 施 設 整 備 基 本 計

画策定を進めるべきではないのか。こ

れが二つです。なのに竹原地区を前提

に 施 設 整 備 基 本 計 画 策 定 を 進 め る の

は大変矛盾しており、住民合意と議会

制 民 主 主 義 を 軽 視 し て い る と 考 え ら

れるが、この見解をお尋ねします。  

 四つ目に、新ごみ処理施設の設置位

置を定め、または変更すること、が議

会 議 決 を 要 す る 事 項 と 定 め る 条 例 制

定を受けて、竹原地区が建設地となる

かどうか未確定の現在では、パシフィ

ッ ク コ ン サ ル タ ン ツ 株 式 会 社  滋 賀

事 務 所 に 契 約 変 更 を 申 し 出 る の が 筋

ではないのかと思っています。これに

ついて、ご見解、説明ください。  

 五 つ 目 は 建 設 地 未 確 定 の 状 態 で の

予算支出は将来、無駄な投資となる可

能性があり得ることから、抑制的でな

け れ ば な ら な い の で は な い か と 考 え

ますが、見解をお尋ねします。  

〇議長（西川正義君）  総務課長。  

○総務課長（金田憲治君） それでは

まず最初に私の方から、要旨（２）の

義 務 的 経 費 を ど の よ う に 認 識 さ れ て

いるか、また債務負担行為を定めた委

託 業 務 に 関 わ る 経 費 は 契 約 変 更 可 能

な 経 費 で は な い か と い う お 尋 ね に お

答えさせていただきます。  

義務費とは、地方自治法第１７７条

第１項第１号に定められており、国が

行 う 国 道 の 管 理 に 関 す る 経 費 や 市 町

村 が 支 弁 し た 生 活 保 護 費 に つ い て 都

道府県の負担に要する経費などの、法

令により負担する経費、河川負担金や

道路負担金などの、法律の規定に基づ

き 当 該 行 政 庁 の 職 権 に よ り 命 ず る 経

費、および、法令により負担する経費、

法 律 の 規 定 に 基 づ き 当 該 行 政 庁 の 職

権により命ずる経費、以外の経費で、

法 律 ま た は 政 令 に よ り 普 通 地 方 公 共

団 体 の 義 務 的 能 力 に 属 す る 事 務 に 要

する経費、普通地方公共団体の組合の

分賦金等や契約代金、損害賠償に基づ

く 弁 償 金 等 の 私 法 上 の 原 因 に よ る 債

務などの、その他の普通地方公共団体

の義務に属する経費、であると逐条地

方自治法に記載されております。再議

書の理由にありますとおり、彦根愛知

犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施 設 整 備 基 本 計

画策定等委託業務は、地方自治法第２

１４条により、債務負担行為を定めた

平成２９年度（２０１７年度）彦根愛

知 犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計 予 算 が

可決されており、債務負担行為として

予 算 で 定 め た 案 件 に つ い て は 義 務 費

と し て 歳 入 歳 出 予 算 に 計 上 さ れ る こ

ととなります。また、それにより契約
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締結し執行しておりますので、その経

費については、契約締結時に支出すべ

き義務が確定したものであります。な

お、契約変更につきましては、契約上、

可能ではありますが、現時点で建設候

補 地 で あ る 竹 原 区 が 建 設 地 と な り 得

る か を 確 認 す る た め に も 必 要 な 業 務

であると考えておりますことから、現

時 点 で 契 約 変 更 は 予 定 し て お り ま せ

んので、ご理解賜りますようお願いい

たします。  

〇議長（西川正義君） 西澤議員、す

いません。最初のですね、要旨（１）

の質問ですが、この分につきましては

ですね、今回のこの議題にですね、会

計予算に係る再議でございますので、

そぐわないと思いますので、一応、発

表だけはしていただきましたけども、

答 弁 は 控 え さ せ て い た だ く と い う こ

とで、事務局の方が言っておりますの

で、ご了解をいただきたいと思います。

建設推進室長。  

〇建設推進室長（植田亮平君） 失礼

します。私からは、要旨（３）から（５）

に つ き ま し て お 答 え を さ せ て い た だ

きます。  

 まず、要旨（３）につきましては、

現 時 点 で 建 設 候 補 地 で あ る 竹 原 区 が

建設地となるためには、地域住民や議

員 の 方 々 の 一 定 の ご 理 解 が 必 要 で あ

ると考えており、そういった面で、皆

様 に 具 体 的 に ご 検 討 い た だ く 上 に お

いても、基本計画を策定し、具体的な

内容をお示しすることで、さまざまな

ご 意 見 が い た だ け る も の と 考 え て お

ります。また、この基本計画は、より

具体的、効果的に環境アセスメントや

断 層 調 査 な ど の 各 種 調 査 を 実 施 す る

上 で ベ ー ス と な る 計 画 で も ご ざ い ま

す。今後、さまざまな状況に十分に配

慮しながらではございますが、可能で

あれば、現地での各種調査を実施し、

竹 原 区 が 建 設 地 と な り 得 る か を 確 認

いたしますとともに、その結果をお示

ししながら、地域住民の方々の不安を

解 消 し て ま い り た い と 考 え て お り ま

すことからも、現在、計画策定に取り

組んでいるところでございます。した

がいまして、住民や議会を軽視して、

事 業 を 進 め よ う と し て い る も の で は

ございませんので、ご理解賜りますよ

うお願いをいたします。  

 次に要旨（４）につきましては、今

ほどもお答えをいたしましたとおり、

彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施 設 整

備基本計画策定等業務は、現時点で建

設 候 補 地 で あ る 竹 原 区 が 建 設 地 と な

り 得 る か を 確 認 す る た め に も 必 要 な

業 務 で あ る と 考 え て お り ま す こ と か

ら、現時点で契約変更は予定をしてお

りませんので、ご理解賜りますようお

願いをいたします。  

 最後に、要旨（５）につきましては、

議員ご指摘のとおり、無駄な予算支出

を 避 け る こ と は 当 然 で あ る と 考 え て

おりますが、繰り返し申し上げており

ますとおり、彦根愛知犬上地域新ごみ

処理施設整備基本計画策定等業務は、
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現 時 点 で 必 要 な 業 務 で あ る と 考 え て

おりますので、ご理解賜りますようお

願いをいたします。以上でございます。 

〇議長（西川正義君） 西澤議員、再

質問は。西澤議員。  

〇６番（西澤伸明君） 要旨（２）の

ところに関わることであります。現在

の時点で、建設地になるかどうかの調

査に入れる状態すらも、今、ないとい

う の が 現 状 で は な い か と い う よ う に

思うんですね。そうしますと、その辺

で契約を、パシフィックと交わした問

題でも再契約、つまり変更の条項が、

澤 田 議 員 の 質 問 で も 設 定 を さ れ て い

ることがありました。道理をとおして、

パ シ フ ィ ッ ク コ ン サ ル タ ン ツ と の 変

更 の 契 約 を 開 始 で き る と い う 状 況 で

はないのかと、その決断がいるんでは

ないかというように思うんですが、見

解を求めます。  

〇議長（西川正義君） 建設推進室長。 

〇建設推進室長（植田亮平君） 失礼

いたします。今ほど申しましたとおり、

こ の 基 本 計 画 を 策 定 さ せ て い た だ け

た場合には、この基本計画をベースに

各 種 調 査 に 入 っ て い き た い と い う 思

いは持っているところでございます。

しかしながら一方で、基本計画とこの

各 種 調 査 と い う と こ ろ の 関 係 で ご ざ

いますが、このパシフィックコンサル

タ ン ツ と 契 約 を 交 わ し て お り ま す 契

約の中で調査に入るということが、こ

の 基 本 計 画 を 策 定 す る 条 件 に し て と

い う よ う な と こ ろ で 契 約 を 巻 い て い

るわけではございませんので、当然、

関連をしていくものでございますが、

ま ず は 基 本 計 画 を 策 定 す る と い う 部

分におきましては、現時点におきまし

て 契 約 変 更 の 必 要 は な い と い う ふ う

に考えているところでございます。  

〇議長（西川正義君） 西澤議員、再々

質疑はよろしいですか。  

〇６番（西澤伸明君）  はい。  

〇議長（西川正義君） 以上で質疑を

終結いたします。  

〇議長（西川正義君） これより、討

論を行います。討論は、ありませんか。

西澤議員。他に討論はございますか。

西澤議員、お願いいたします。  

〇６番（西澤伸明君） ６番  西澤で

す。  

 今回、提出されている再議は町村議

会 議 長 会 発 行 の 議 員 必 携 を 参 照 し ま

すと、災害復旧経費、感染症予防経費

などとは区別をして、地方自治法で定

め ら れ て い る 首 長 の 一 般 的 拒 否 権 に

当たるものだと考えます。そこで、先

の定例会で減額修正された 460 万 1 千

円の予算は、職員の給与や水光熱費な

ど の 固 定 経 費 と は 性 質 が 異 な る も の

だと考えます。政策、ここでは新ごみ

処 理 施 設 整 備 を 進 め る た め の 準 備 的

政策経費に当たり、しかも個別の契約

に よ っ て 成 り 立 っ て い る 経 費 だ と 考

えます。しかるに昨年、建設地の選定

は 議 会 の 議 決 事 項 で あ る と す る 条 例

が制定されたにもかかわらず、現在、

管 理 者 は そ の 建 設 地 で は な く 建 設 候
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補 地 と し て 竹 原 区 を 前 提 と し た 基 本

計 画 策 定 業 務 の 委 託 を 継 続 し よ う と

しています。この基本姿勢をあらため

なければ、重大な矛盾をいくつも抱え

ざ る を 得 な く な る こ と を 指 摘 し な け

ればなりません。つまり、昨日の検討

委員会で事務局側が説明したように、

今後、竹原区を対象とした地質調査、

環 境 ア セ ス メ ン ト の 委 託 事 業 へ と 突

き進み、建設地未確定の状態で莫大な

予 算 を 執 行 し な け れ ば な ら な く な る

矛盾です。もちろん、建設候補地から

建設地に確定していく過程では、地質

調 査 や 環 境 ア セ ス メ ン ト な ど が 必 須

条件であることは理解できます。しか

し、応募候補地を非公開で進めたこと、

管 理 者 の 決 定 経 過 が 大 変 不 明 瞭 な こ

と、約８割を占める彦根市内のごみ処

理 を 遠 方 地 の 愛 荘 町 竹 原 区 に 運 搬 す

る費用は莫大になること、その上、竹

原 区 周 辺 住 民 の 反 対 が 根 強 い こ と な

ど、また建設地に適しているかどうか

の 調 査 に 入 る 以 前 の 問 題 で 竹 原 区 を

建 設 地 に 確 定 す る に は 当 初 か ら さ ま

ざまな困難を抱えています。これらを

管 理 者 が 真 摯 に 受 け 止 め て い た だ い

て、契約相手であるパシフィックコン

サ ル タ ン ツ 株 式 会 社  滋 賀 事 務 所 に

契 約 変 更 交 渉 を 申 し 出 る こ と が 先 決

ではないでしょうか。昨年、議会議決

を要する事項と定められた以上、竹原

区 を 前 提 と す る 支 出 を 控 え る こ と こ

そ、議会制民主主義を守り、住民合意

を尊重する行政運営であり、無駄な予

算 執 行 を 制 限 す る こ と に つ な が る も

のと確信します。この再議には私は道

理 に 合 わ な い と 考 え ま し て 討 論 と さ

せていただきます。  

〇議長（西川正義君） 他に討論はご

ざいませんか。  

 討論なしと認めます。討論を終結い

たします。  

これより、採決を行います。なお、

地 方 自 治 法 第 １ ７ ７ 条 第 １ 項 の 規 定

による再議は、過半数により決するこ

ととなります。お諮りいたします。本

案 を ２ 月 ２ ７ 日 の 議 決 の と お り 決 す

ることに、賛成の諸君の起立を求めま

す。  

〔賛成者起立〕  

ご着席ください。起立多数でありま

す。よって、本案は先の議決のとおり

決しました。  

以上をもちまして、本日の日程は、

全部終了いたしました。これをもちま

して、平成３０年３月彦根愛知犬上広

域 行 政 組 合 議 会 臨 時 会 を 閉 会 い た し

ます。皆様、ご苦労様でした。  

  

午後 2 時 32 分閉会  

 

会議録署名議員  

 

議   長   西  川   正  義  

 

議   員   西  澤   伸  明  

    

議   員   木  下   茂  樹   



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

全 員 協 議 会 

 （３月 29 日）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

11 

 

平成 30 年 3 月 29 日 (木曜日 ) 

        午後 2 時 00 分開会  

○議長（西川正義君）  皆さん、こ

んにちは。本日は、大変お忙しい

中、お集まりをいただきましてあり

がとうございます。  

それでは、臨時会の開会前に、お

時間をいただきまして、全員協議会

を行いたいと思います。まず初め

に、去る３月４日の愛荘町議会議員

の任期満了に伴い、３月５日に愛荘

町議会臨時会において、役員改選が

行われ、愛荘町議会から新たに当組

合議会議員の選出がございましたの

で、理事者に関する報告事項と併せ

まして、また、本日の臨時会の欠席

者につきまして、事務局から報告を

させます。  

○事務局（橋本事務局長）  失礼い

たします。事務局長の橋本でござい

ます。  

それでは、ご報告をさせていただ

きます。  

 このたび、愛荘町議会におきまし

て、当組合議会議員の選出がなされ

ました。組合規約第５条第４項の規

定による通知がございましたので、

新たに選出されましたのは、澤田源

宏さん、河村善一さん、髙橋正夫さ

んの３名の方でございまして、当組

合議会議員として就任されましたの

で、ご報告を申し上げます。  

それでは、ただ今ご紹介させてい

ただきました議員の方々、一言、ご

あいさつを、それぞれその場でお願

いいたします。  

〇１２番（澤田源宏君）  澤田源宏

です。初めてのことで何もわかりま

せんが、どうぞよろしくお願いしま

す。  

〇１７番（河村善一君）  河村善一

です。前回に引き続き、議員を務め

させていただきます。よろしくお願

いいたします。  

〇１８番（髙橋正夫君）  続きまし

て、髙橋正夫と申します。今回、初

めてこの議会に参加させていただき

ました。どうぞ、よろしくお願いい

たします。  

〇事務局（橋本事務局長）  ありが

とうございました。続きまして、理

事者に関するご報告をさせていただ

きます。本年２月に、任期満了に伴

う愛荘町長選挙が執行され、有村国

知さんが町長に当選されました。当

組合副管理者として、ご就任いただ

くことになりましたので、ご報告を

させていただきます。  

〇副管理者（有村国知君）  皆様、

こんにちは。有村国知でございま

す。どうぞ、よろしくお願いを申し

上げます。  

〇事務局（橋本事務局長）  最後に

副管理者の山根彦根市副市長でござ

いますが、公務のため欠席をします

のでご報告をいたします。以上でご

ざいます。  
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○議長（西川正義君）  ありがとう

ございました。ただいま、事務局か

ら報告のありました当組合議会議員

として新たに就任されました議員の

仮議席につきましては、ただいま、

ご着席の議席といたします。これを

もちまして、全員協議会を終わりま

す。  

次に、今臨時会の開会に当たり、

管理者よりあいさつをお願いいたし

ます。管理者。  

○管理者（大久保貴君）  皆様、あ

らためまして、こんにちは。大変、

お忙しいところ、お時間をいただき

まして、誠にありがとうございま

す。  

また、日頃から、当組合の運営に

格別なるご理解、ご協力をいただい

ておりますことをあらためて厚くお

礼申し上げるものでございます。  

さて、本日の臨時会は、去る２月

２７日の定例会におきまして議決を

頂戴いたしました議案第２号  平成３

０年度（２０１８年度）彦根愛知犬

上広域行政組合一般会計予算につき

まして、再び議会のご意思を確認さ

せていただく必要がございますこと

から、お集り願ったものでございま

す。何卒、慎重なるご審議の上、適

切なるご議決を頂戴しますようにお

願い申し上げたいと存じます。簡単

でございますが、冒頭に当たっての

ごあいさつとさせていただきます。

よろしくお願いいたします。  

○議長（西川正義君）  ありがと

うございました。  

 

        午後 2 時 04 分閉会  

 

 

 

 


